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テーマ設定の理由

・人々の生活には、住宅が大切だと思ったから。

・建物を長寿命化することで木材などの廃棄物が減り地球
温暖化を抑制することができると思ったから。

・災害からの被害も少なくなると考えたから。



現状
建物をコンクリートに変えている。

 ８０％以上の建築物を建て直さなければいけない。(２００３)

 アパートなどを立て変えると、とてもお金がかかるのでオーナーが建て変
えようとしない。

・長期優良住宅の普及の促進に関する法律が平成２０年につくられ動いて
いる。

(生活の基本となる住宅を良好な状態で使用できるように考える。また、環
境への負荷を減らして持続的かつ健全な発展に寄与することを目的とす
る。)



現状２

・日本は３０年、アメリカは５５年、イギリスは７７年に一回とり壊されて
いて日本は３０年と、早く壊されている。



問題点

災害などにより建築物が崩れて被害が大きくなってしまう。

定期的にメンテナンスが必要。

 コンクリートは、木材よりも丈夫だが作る時にお金がか
かってしまう。

建物どうしの間が狭いためメンテナンスがしずらい。



課題

施設管理者の専門知識・技術の向上

建物どうしの間をあけメンテナンスをしやすくする。

耐久性を上げる。

 マンションの管理や維持。



SDGs実現のために
～１０代からの提言～

・すぐに新しい家を建てるのではなく、綺麗にリフォームして中古の家
に住んで欲しい。また、新しい家を建てた時と同じ満足感を得られるよ
うにリフォーム技術をより上げていってほしい。



考察・感想

定期的にメンテナンスをする必要があるので、施設管理者の専門知識・技術
を持った人が多く必要だということが分かった。また、木造住宅は安く作ること
ができるが、災害などに弱い。それに比べコンクリート住宅は木造住宅よりも
作る時に費用が高くなってしまうが、災害には強い。そこで、コンクリート住宅
を増やしていく必要がある。

住宅をリフォームするには住宅同士の間を広げてメンテナンスをしやすくした
ほうがいいと思った。


